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レキシコン - Michael Kühnen 

100 - 人種法 

 生物学的思考の世界観としての国家社会主義（生物学的ヒューマニズム

を参照）は、アーリア人種の種の保存と発展に努め（アーリア人を参

照）、したがって政治的には人種とその諸民族の組織的な生きる意志を形

成し、それは国家社会主義党（意志と国家社会主義ドイツ労働者党を参

照）に表出することになる。すべての生物と同様に、人種は生命の自然法

則に従う。その最も重要なものは-遺伝と分化を別にすれば-生存のための

闘争である。歴史的に、またパワーポリティクスの観点から、この生命の

法則は世界史の動く原理としての人種闘争に表現される。 

絶え間ない人種間闘争の中で、民族の生存とより高い発展のために最も重

要な手段は、人種的衛生と人種的隔離である。国家社会主義革命の勝利と

国家社会主義党による政権奪取の後、国家社会主義人民国家（国家を参

照）が誕生し、国家の人種法によって人種隔離と人種衛生を法的に定め、

すべての国民を拘束するようになる。  

ドイツでは、第三帝国時代、1935/46年にNSDAPの帝国党大会で公布され

た「ニュルンベルク法」がその典型であった。総統アドルフ・ヒトラー

は、その政治的遺言の中でも、国民に、そしてもちろん何よりも国家社会

主義者に、「人種法を注意深く観察し遵守する」よう呼びかけているので
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ある。そして、すでに『我が闘争』の最後の言葉で、彼は宣言していた。  

「人種毒の時代に、最高の人種的要素の育成に専念する国家は、いつの日
か地球の支配者になるに違いない。もし、犠牲の大きさに誘惑されて、可

能性のある成功と比較するようなことがあれば、私たちの運動の信奉者

は、このことを決して忘れないでください」。 

総統のこの言葉に忠実に、Gesinnungsgemeinschaft der Neuen Frontは、厳格

な人種法の再導入を目指して戦い、それまでは、人種隔離と人種衛生の要

求、例えば、外国人の侵入に対する戦いや生命の保護に対する要求を政治

的に代弁しています。 

 

101 - 人種衛生 

生物学的ヒューマニズムの世界観として、国家社会主義は、自然法則に

よって決定される生命の現実を基礎としている。あらゆる生物種の生命に

関わる最も重要な法則は  

生存競争における遺伝、分化、淘汰（エリートも参照）。ただし、自由意

志によって、人間は一時的に生命の法則に反して存在することができ、そ

の結果、退廃を招き、種の存続を危うくするという違いはある。 

種の保存と発展のための闘いは、他のすべての生命体が自然の法則と調和

して本能的に行っていることであり、したがって、人間社会では意識的な

意志決定が必要なのである。これを実現し、維持するために、白色人種

（アーリア人を参照）の人々は、民族共同体の意志の担い手として、国家

社会主義政党を利用するのである。彼らは、アーリア民族全体の意志の担

い手として、共に国家社会主義世界運動を形成している。 

国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）が要求し、実現した種

の保存と発展のための意識的闘争は、人種衛生と人種隔離という手段で行

われます。その基礎は優生学の科学によって説明される。革命後、人種衛

生と人種隔離の原則は、国家社会主義人民国家（SeeState）の人種法の基

礎を形成している。 

人種衛生の大原則は 
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 混血結婚を禁止する。 

 病的または劣悪な遺伝子の保有者に対する生殖の禁止。 

 高品質な遺伝子を持つキャリアのための生殖促進。 

 優生学的な原理による繁殖選択（家族を参照）の推進、すなわち、

高品質の遺伝性物質のキャリアは、そのような配偶者と結ばれるべ

きである。 

これらすべての人種衛生の原則の目的は、公衆衛生のための条件を整える

ことであり、これは国家社会主義の重要な政治的要求である。NSDAPの

党綱領では、公衆衛生の向上の要求が、人種的衛生に加えて、当然、包括

的な予防医療と治療を必要とし、21項を形成している。 

環境破壊との戦いと共に、人種衛生は国家社会主義党の種と自然を重視す

る政策の基礎を形成し、自然で健康な環境における自由で健康な人々とい

う物理的公衆衛生の創造を目指す（「Lebensschutz」も参照のこと）。 

国民の肉体的な健康増進の要求に加えて、国民共同体の分解とその種と性

質に応じた生活からの疎外を引き起こす精神的・心理的な退廃との戦いが

ある。NSDAPは党綱領の第25項で、これに反対している。この退廃は、

ヴェルキッシュの文化革命の助けを借りて、戦い、克服される。 

  

102 - 人種闘争 

 人種闘争は世界史の動因であり、すべての歴史は人種闘争の歴史であ

る。  

歴史と政治における人種間の闘争の意義は、生命の生物学的法則、すなわ

ち生存のための闘争から生じている。人種闘争の手段によって、人種と民

族は、その自由、自己決定権、生活空間のために戦い、その結果、種の保

存と発展のための条件を作り出します。この人種的闘争の重要な手段は、

人種隔離と人種衛生である。 

国家社会主義革命と党の権力掌握（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）

の後、国家は人種闘争の事実をヴェルキッシュ法に固定した人種法を作
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る。Weltanschaulich、国家社会主義は、分化の生命の生物学的法則に従っ

て、生命の多様性-人種と民族を持つ人間の生命を含む-を提唱し、擁護

し、したがって、すべての民族の種の保存と発展である。優劣のある人種

（Untermensch参照）や平等の教条主義を否定し、すべての人の多様性と

生存権を認めているのだ。 

一方、政治的には、国家社会主義世界運動は、自らをアーリア人（アーリ

ア人参照）の組織された生きる意志とみなして、アーリア人とその民族の

保存と発展を危険にさらし、戦い、妨げるすべての影響と権力に対抗する

人種的闘争を展開しているのである。 

人種闘争は戦争と同一ではなく、平和の中にも遍在している。混血、疎

外、出生爆発と出生減少、移住運動、国際主義の平等ドグマ、異民族帝国

主義、シオニズムによる世界支配の努力、その他多くのことが人種闘争の

前線にある。 

第二次世界大戦でのドイツの敗北以来、人種的闘争におけるアーリア人の

脅威的な敗北に対して、国家社会主義とその政党は、すべての白人におけ

る人種的生存とより高い発展への政治的意志を動員しているのです。そう

することで、世界的なアーリア人の民族共同体、大ヨーロッパ帝国、アー

リア人の民族共同体や国家が、その種と自然に従って生きることを目指す

のである。 

FRGでは、新戦線がこれらの目標を掲げて戦っている。このようにしての

み、アーリア人種の生存とアーリア文化の新たな開花は可能となる。人種

的闘争は依然として人類共存の基本的事実であり、希望的観測によって防

ぐことはできないからだ。  

 

"もう戦いたくないと宣言した民族は、戦争をなくすのではなく、自分自

身をなくすだけである。"  

 

アドルフ・ヒトラー 
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103 - 人種的隔離 

生物学的思考の世界観として（生物学的ヒューマニズムを参照）、国家社

会主義は、アーリア人種（アーリア人を参照）とその民族の種の保存と発

展を確保するために、政治と人間社会の生活を形作るための闘いに一貫し

て生物学の法則を適用している。  

これらの生命の法則のうち最も重要なものは、遺伝、分化、生存のための

闘争である。 

つまり、遺伝子を純粋に保つこと、多様性を維持すること、生存競争にお

いて人種が生き残ることである。政治的には、人種的衛生とともに、永続

的な人種闘争における決定的な手段である。国家社会主義革命と党の権力

掌握（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）の後、新興の国家社会主義

フォルクスシュタートは、人種法の枠内でヴォルキッシュ法に人種隔離を

明記する（国家も参照されたい）。 

人種隔離は、人種や民族の優劣（Untermenschも参照）という根本的な考

え方に基づくものではなく、種や自然に応じた別々の発展を前提とした、

保存に値する多様性という考え方に基づくものである。分離開発-人種隔

離-だけが、各人種と各民族に、その種の自由な保存と発展のための自己

決定権を保障する。人種的な分離は、民族の自由を可能にし、生物学的お

よび/または精神的な疎外を防ぐ。 

人種隔離は、基本的に居住区の分離（Lebensraum参照）、混血結婚の禁

止、帝国主義に対する自民族の文化・伝統・生活様式の保護で実現されて

いる。閉鎖的な外国民族のドイツへの定住は、可能でもなければ、賢明で

も望ましくもないので、新戦線の人種分離の政治的要求は、外国人の一貫

した送還の前提であり、それは、生命保護の要求とともに、ドイツ国民の

生存を可能にし、新戦線の戦術を決定するのである。 
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54. 

 

   筋金入りの活動家でも、道行く見知らぬ人と政治談義に花を咲かせたく

はないときがある。先週、テレビであなたを見ましたよ」と言う男がい

た。「と言われたとき、私は彼の目を見て、ニヤリと笑い、「あれは私

の邪悪な双子の兄に違いない！」と答えました。 

   彼はただ笑っていた。賛否はともかく、どうやら彼にもユーモアのセン

スがあるようです。 

   私が子供の頃、クッキーの入れ物に手を突っ込んで捕まった時、母が同

じように反応していたらと思うと、たまらない。 

   

 

55. 

 

   ストームトルーパーの最も好きな思い出のひとつは、シカゴのデイリー

プラザでの出来事です。何百人ものランチタイムのシカゴ市民を前に、

スピーカーが反白人主義を非難している間、私たちのバンの前に6人ほど

のストームトルーパーがいたのです。 

   私は2人の旗手の間に陣取っていた。私の左側には聖なる鉤十字の旗が

仲間の有能な手に固定され、右側には13星のアメリカ独立戦争旗がボ

ディビルダーのストームトルーパーの拳に固定されていた。  
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   当然、群衆の最前線には、大きな鼻を振りながら泣き叫ぶヘブライ人が

爆発的に増えていた。その数が増えるにしたがって、彼らの情けない勇

気が前に出てきた。スピーチのクライマックスになると、私の左端で乱

闘が起こった。(ある「英雄的」ユダヤ人がくしゃみをして鼻をつまら

せ、警戒中の仲間のブーツの先端に顔から着地したのだ）。今度は残り

のヘブライ人と赤軍が一斉に前方に押し寄せた。 

   次に覚えているのは、スピーカーが「誰かあのユダヤ人を捕まえろ！ 

アメリカ国旗を持っているんだ！」と叫んだことです。私は前方に飛び

出し、国旗に続いて泣き叫ぶ群衆の中に突進した。 

   群衆は私の前でジッパーのように分かれた。私はユダヤ人盗賊を素早く

追い抜き、歩みの途中で彼の蜘蛛の巣状の脚に回し蹴りを食らわせて転

ばせた。その瞬間、私はユダヤ人を躓かせないように空中に飛び出し、

旗竿をしっかりと掴み、降りる途中で目を細め、「選んだ」ターゲット

を狙い撃ちにした。私は両足を広げて敵にまたがると、全身全霊を傾け

て旗竿を下に突き出した。 

   大当たり！木製の杖は惨めなユダヤ人の股間に勢いよく命中し、私は実

際に体を上に押し上げた。選ばれし者の目は極度の苦痛のために丸くな

り、彼の叫び声はゴロゴロとしたものになった。(というのも、私は杖と

私のhellsがJewに沈むのを実際に感じるほどの力で打ったからである）。

次に私は旗を掲げ、飛び降り、誇らしげにストームトルーパーの列へと

行進して戻った。群衆の両側から、恐怖で口をあんぐりさせながら私を

見つめ、その場に凍りついた。セメントの上で悶え苦しむユダヤ人を助

けようと指一本動かさない。アメリカ独立戦争の旗を掲げて勝利した仲

間のもとにたどり着いたとき、私は自分の顔がどれほど大きな笑みを浮

かべているかに気づきました。これが私の軍服での最初の行動だった。

ああ、勝利の味はなんと甘美なことだろう。 
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